
産学協同アントレプレナーシップ教育プログラム
新規プログラム受講者 募集要項

≪募集対象≫ 2013年度入学経営学部2回生のみ

≪応募期間≫ 2014年5月27日(火)10:00 ～ 6月13日(金)17:00

≪応募方法≫ WEBエントリー(専用ホームページ上の必要事項記入)

CAMPUS WEB上で専用ホームページのURLを公開

経営学部 インテンシブプログラム

産学協同アントレプレナーシップ教育プログラム

[新規プログラム受講者 募集ガイダンス実施]
2014年5月26日(月)18：00～19：00 C108教室
2014年5月29日(木)18：00～19：00 C108教室

ｉｔｉｔｉｔ



「産学協同アントレプレナーシップ教育プログラム」 は、
「自立的で創造的な人材」「アントレプレナーシップ(起業家精
神)に満ちた人材」の養成を目的とし、起業を行う人材にとどま
らず、多様な企業や非営利組織、行政でアントレプレナーシッ
プを発揮する人材の輩出を目指しています。

・募集対象/ 2013年度入学 経営学部2回生

・募集期間/ 2014年5月27日(火) 10：00 ～ 2014年6月13日(金) 17：00

・応募方法/ WEBエントリー(専用ホームページ上の必要事項記入)

CAMPUS WEB上で専用ホームページのURLを公開

※ただし、下記時間はシステムメンテナンス等のためアクセス不可。

(1)毎週水曜日19：30～翌朝5：30 (2)毎日4：30～5：30

・選考方法/ (1) WEBエントリーの記入内容による書類選考

・選考方法/ (2) 教員による面接(必要とされた学生のみ)

※対象者には、個別に連絡する。

・日程/

▼応募方法と選考について

▼ 立命館大学経営学部 インテンシブプログラム

「産学協同アントレプレナーシップ教育プログラム」 とは？

本プログラムは、それらの経験と実績を継承しながら、2014年
度より新たに経営学部のインテンシブプログラムの一つとして展
開されるプログラムです。アントレプレナーシップを学ぶ導入科
目の「アントレプレナーシップ論」に始まり、「基幹科目4科目」
「展開科目4科目」「実践科目2科目」の計10科目で構成されてお
り、より主体的で実践的な学びの場を提供します。

立命館大学では「アントレプレナーシップ教育」が、2005年度
よりBKCにおいて「産学協同アントレプレナー教育プログラム」
として実施されてきており、国内外のビジネスコンテストでの受
賞や企業とのコラボレーション、実際に起業するなど数々の実績
が生まれてきました。

第1回 受講ガイダンス 18：00～19：00 C108教室

募集開始(～6月13日17：00 〆切)

第2回 受講ガイダンス 18：00～19：00 C108教室

応募〆切(～17：00)、書類選考開始

教員による面接開始 (対象者には、個別に連絡する)

合格発表は、CAMPUS WEB上で行う。

※発表日は、前期成績発表と同時期を予定。

2014年5月26日

2014年5月27日

2014年5月29日

2014年6月13日

2014年7月7日以降

2014年9月下旬



夏季3回生以上2ビジネス・インターンシップ実践科目群

夏季3回生以上2テクニカルビジットアントレプレナー

（アントレプレナー）D

後期3回生以上2

プログラム特殊講義

（アントレプレナー）C

前期3回生以上2

プログラム特殊講義

（アントレプレナー）B

前期3回生以上2

プログラム特殊講義

（アントレプレナー）A展開科目群

後期2回生以上2

プログラム特殊講義アントレプレナー

前期3回生以上2ベンチャーファイナンス

後期2回生以上2事業開発論

後期2回生以上2ベンチャー企業論基幹科目群

前期2回生以上2アントレプレナーシップ論アントレプレナー

時期配当回生
単
位

科目名科目系列

▼履修方法・科目編成

（1）本プログラム受講希望者は、第3セ
（4）メスター(2回生前期)開講の「アント
（4）レプレナーシップ論」を受講する。

（2）本プログラム受講許可者は、第4セ
（4）メスター開講の「プログラム特殊講

義 (アントレプレナー) A」を必ず受
講する。「ベンチャー企業論」「事
業開発論」のいずれかを受講する。

（両方受講も可）

（3）実践科目群は、本プログラム受講許
（4）可者の3、4回生が受講できる。
（4）ただし、下記3点の条件を満たす事
（4）を必要とする。

（4）受講登録は原則として受講者自身で
（4）行う。ただし、「プログラム特殊講

議(アントレプレナー) A」について
は受講許可された年度のみ事務室が
登録を行う。以降、再履修時は受講
者自身で登録する。

（5）実践科目群の科目は、年間登録制限
外とする。

▼単位認定

本プログラムの単位を修得した場合、
経営学部専門科目（自学科・自コース
科目）として要卒単位に算入する。

▼修了証授与

本プログラム受講者の内、下記の要件
を満たした場合、本プログラムの修了
者として「修了証」を授与する。
また、上記に加えて、実践科目群の科
目を修得した場合は、「特別修了証」
を授与する。

▼産学協同アントレプレナーシップ教育プログラムの受講フロー

▼産学協同アントレプレナーシップ教育プログラムの開講科目

①「アントレプレナーシップ論」「プロ
グラム特殊講義(アントレプレナー) A」
の2科目と「ベンチャー企業論」また
は「事業開発論」のうちいずれか1科目
の合計3科目のGPAが3.0以上であること。

※「ベンチャー企業論」、「事業開発
論」の両方を修得した場合は、成績
評価の高いほうを判定の対象とする。

②実践科目群の選択希望理由書の内容

③担当教員との面談

プログラムの修了要件

プログラムの修了には、下記2点の要件

を満たすことを要する。

（1）アントレプレナー基礎科目群は、

（1）4科目中3科目以上（6単位以上）

（1）の単位取得。

（2）アントレプレナー展開科目群は、

（1）4科目中3科目以上（6単位以上）

（1）の単位取得。



▼ ビジネスコンテスト優勝、優勝賞金１００万円を獲得。

近年の先輩受講生の実績

ご意見・お問い合わせ先

経営学部事務室
〒525-8577 滋賀県草津市野路東1-1-1
立命館大学BKC アドセミナリオ1階
Tel：（077） 561-3915 Fax：（077） 561-3957
ホームページ： http://www.ritsumei.ac.jp/ba/

2014年4月11日（金）グランフロント大阪で開催された、
ビジネスコンテスト「SOCIAL MAKERS CAMP 2014」(エー
ス証券株式会社創業100周年記念事業 SMC2014実行委員会
主催)の決勝大会に受講生OBが出場。

「最優秀賞(賞金100万円)」「大阪商工会議所会頭賞(賞金5
万円)」を受賞。副賞として実際の起業につながるハンズオ
ン支援（専門家やベンチャーキャピタルなどの支援）を受
ける権利を手にしました。

【受賞者】李 政勲さん

【所 属】立命館大学大学院MOT研究科2回生

産学協同アントレプレナー教育プログラムOB

▼ シリコンバレー人材派遣プログラム2014 に参加。

2014年2月24日(月)～28日(金)にかけて、「シリコンバ

レー人材派遣プログラム2014」(大阪市都市計画局主催、

innovate!osaka運営)に、3チーム5名の受講生が参加しま

した。

プログラムに応募した受講生たちは、ビジネスプランによ

る参加者選考を突破し、シリコンバレーを訪問しました。

Google(本社)、テスラモータース等のベンチャー企業に加

え、スタンフォード大学や複数のインキュベーション施設

(起業支援施設)を訪問し、起業家が生まれるエコシステム

を体感しました。

さらに、プログラムでは関西を中心とした複数の大学やス

タートアップ企業が参加した「ビジネスプランコンテス

ト」が実施されました。約20チームとの競合受講生が所属

するチームWillが「チームワーク賞(3位)」を受賞しました。
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